










研究目的 

近年の新生児医療の進歩にはめざましいものがあるが,新生児の予後の改善の最大の要因

は呼吸管理の進歩,とくにその中心である機械的人工換気療法の進歩にあると言っても過

言ではない。 

しかしながら,現在の機械的人工換気は酸素化の改善に高い気道内圧を要し,高い気道内圧

は肺の圧損傷(barotrauma)をもたらすというディレンマが存在し,人工換気の圧損傷の一

つである間質性肺気腫(pulmonary interstitial emphy-sema:PIE)や気胸(pneumothorax:P

TX)などの air leak の頻度が増えている。 

これに対し,1分間180回とか300回,あるいは600回にも達するような高頻度換気(high f

re-quency ventilation :HFV)あるいは高頻度振動(high frequency oscillation:HFO)と

呼ばれる新しい換気法が低圧換気の可能性が大であるとして最近注目され,臨床応用を試

みられている。 

しかし HFVや HFO はその作用機序も明確ではなく,安全性の検討も十分ではない。そこで本

研究においては,新生児への臨床応用の可能性を検討する目的で,家兎を用いて基礎的な研

究を行った。 


